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1.はじめに

センターの計算機利用の中で,図形処理も大きな比重を占めている.特に科学技術分野では,計算結果

の数値データをグラフや図形の形に整理して提示することが多い.しかし.現状ではこれらには, PSP.

HCBS, PLOTI Oなどの基本図形処理ライプラT)を用いて作図プログラムを作成するという厄介な

作業がつきまとう.また,作図用の数値データも数や量が増えるとその管理も煩雑になりがちである.ち
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会話型図形処理システムGRAPHMANの使用について

っと手軽で,作図データのデータバンク機能を備えた,マンマシンインターフェイスのよい図形処理シス

テムはないものか.

先に公開した会話型図形処理システムGRAPHMAN (GRAPHi c MAN一machi ne

sys t em f o r s ci en ti fic calcul a tion r esul t s) [1, 2]

は,これらの困難を軽減し,図形処理の効率向上をはかるのに有効な1つのシステムであると思われる.

本稿では,このGRAPHMANの特配　機能.使用方法の概要について述べる.

2. GRAPHMANの概要

GRA PHMANは,科学技術計算分野での数値データに対して,会話的に図形の作味・表示・編集を

行うことのできる会話型図形処理システムである　***

はじめに. GRAPHMANの特徴を挙げる. GRAPHMANで使用するデータセットや用語につい

ては図2. 1のシステム構成図を参照されたい.

図2.1　システム構成図

(1)作図データのデータバンク機能がある.

GRAPHMANでの作図データの管理はPDB (Picture Data Base)データセ

ットで行われる.これは, GRAPHMANの図形処理の元になるデータベースであり,利用者の計

算結果データがGRAPHMANで取り扱われるためには,このPDBに登録されて'ピタチュアー

Xxx　　センターでは, 2階端末室にある　F9432A′T4105　の各グラフィック靖夫で使用できる.
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解　　　　説

と呼ばれる図形単位を形成しなければならない. PDBとピクチュアの関係は図2. 2のようになる.
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図2.2　PDBの論理構造

PDBはこのように区分データセットに似た独自の構造を持ちピクチュアを管理する. 1つ1つのピ

タチュアはそれぞれ.利用者の入力した数値データと,それをもとに自動的に生成された作画のため

のパラメタの集まりである図形編集データから成っている.現在利用者がPSPやHCBSのサブル

ーチンを使用して図形を描くときには,軸の作画や線分1つ1つに対してプログラムする必要があり,

多くの時間と労力が必要とされる. GRAPHMANでは,これらの図形編集データ(線分の種類,

センタシンボルの種類,スケールの単位.隠線処理の有無,軸の最大値・最小値など)に生成時に標

準値が与えられているので.特にプログラムの必要はない.

(2) 8つの図形パターンが作図プログラムなしで作図でき,図形の表示が容易に行える.

計算結果データは,一度GRAPHMANのPDBに登録してピクチュアを作成しておくと何度でも

すぐに取り出して表示することができる.また,図形全体と成分(軌　線分,コメントなど)とに分

けて表示したり,図形の拡大・縮小も行うことができる.以下にGRAPHMANで対応できる8つ

の図形パターンと実際の出力例を掲げる.
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解　　　　説

①1次元図　　-----------一一　　　　　　　　　一一一一　　　>　図2. 3の例(D

②多曲線の3次元図(複数曲線の斜投図)　　　　　　　　　　一一一一一一->　図2. 3の例②

③2次元メッシュ図(2次元FEMデータの表示)

④2次元流れ図(各点に流れの方向・大きさを表示)　一一一--　　l　　蝣^　図2. 3の例③

⑤等高線図(z-f (x, y) -con s t,の追跡図)　一一一一一一一-->　図2. 3の例④

⑥鳥撤図(z-f (x, y)の投視図)　一　　　一一一一一-一一一--->　図2. 3の例⑤

⑦3次元メッシュ図(3次元FEMデータの表示)

⑧ダミー図(任意の図形の表示)

(3)図形のデバッグが容易に行える.

本来作図用のさまざまな編集データは計算結果に大きく依存しており,たった1つのデータの変更が

何ヶ所もの作図プログラムの修正を招くことも多い. GRAPHMANでは前述のようにピクチュア

の持つ図形編集データはパラメタの集まりであるので,編集が容易に行える.編集のためには,図形

操作ED I Tコマンドを用いる.編集対象としている図形のデータパターンにより,何種類かの図形

操作EDITコマンドを使い分ける.こうして,パラメタの値を変更してはグラフィック靖夫で表示

させながらデバッグを容易にしかも迅速に進めることができる.

(4)数値データとのインターフェイスが簡単である.

計算結果データをPDBに登録してピクチュアを作成するためには,利用者の計算プログラムの中で

ピクテュア登録サブルーチンを直接呼び出して登録する方法と,計算プログラムから一皮UREAD

データセットと呼ぶデータセットにデータをはき出しておいてGRAPHMANのUREADユーテ

ィリティで中に取り込む方法とがある.また, GRAPHMANは演算・制御コマンドを持つので簡

単な計算はもとより, GRAPHMANの中でデ-夕の作成や加工も行える.

(5)コメントが付けられる.

作図された図形に図2. 4に示す文字鼠線観　センタシンボルなどを用いてコメントを付加できる.

これらのコメントも図形操作ED I Tコマンドで容易に編集することができる.

(6)バッチでも動作可能である.

バッチ下でも動作が可能なので,大きな!) -ジョンや長い処理時間を必要とするTS S向きでない処

理はこちらで行うとよい.
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会話型図形処理システムGRAPHMANの使用について

Example of Comments

1. CHARACTER

(1) 1234567890

(2 ) ABC工)EFGHI JKLMNOPQRSTUVWXYZ

(3 ) abcdefghijklnmopqrstuvwxyz

(4) αβ88c抑771 KlllV0万　parutpoi^iC
(5) AB㊦AEemi kamnoh p∑TT別はⅩZ

2. CENTER SYMBOL

(1)　　○　(5)　　A　(9)　　◇
(2)　　△　(6)　　田　(10)　○
(3)　　ロ　(7)　　十　(ll)
(4)　　◎　(8)　　×

3. KIN!〕 OF LINE

(1)　　　　　　(ll)

(2) -一一一　　(12) -一一

(3)　一一　　(13)　一一・

(4)　　　　　　(14)

(5)　　　　　(15) ---

4. ARROWS

l室田　宅岳
5. BOX

図2.4　コメントに使用できる文字種,線種・センタシンボルなど

(7)マクロが使用できる.

GRAPHMANではマクロデータセットを持つことができるので,定型的な処理に備えてコマンド

をマクロ化して使用することができる.特に, GRAPHMAN起動中に使用したコマンドのロギン

グをマクロとして編集することもできるのは有用である.

(8) NLP, XYプロッタに図形を出力することができる.

満足のいく図形が得られたら, BCOPYユーティT)ティ機能でNLPやXYプロッタに出力するこ

とができる.

次に各論にはいる前に, GRAPHMANの使用に必要な予備知識にふれておく. GRAPHMANで

は,次の3つの座標系を用いることを知っておく必要がある.

GD (Graphi c Devi c e)座模系
FRAME座標系
AXI S座標系

-85-
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解　　　　説

GD座標系は,ピクテュアとは無関係な絶対空間で,ディスプレイ装置に依存しない絶対座標系を定める.

すなわち装置によらずに縦と横を1 0 0 × 1 0 0の無次元単位の領域として定義するものと考えてよい.

GRAPHMANを起動した当初は,グラフィックディスプレイの全画面がGD座標系として定義されて

いるが, DEVPARAコマンドで任意に作図領域を変更できる.このDEVPARAコマンドはバッチ処理

で用いると, NLP上の作図領域をA4, B 5サイズなどに自由に変更できて利用価値が高い.ピタチュ

アを作図領域(GD空間)の中のどの位置に,どの位の大きさで描くかを指定するには, FRAME座標

系を設定する. FRAME座標系は,それぞれのピクチュアごとにGD座標系の単位でOR I G IN (原

点)とFRAME (枠の大きさ)を指定すれ蝶決定でき,やはり1 0 0×1 0 0の無次元単位の領域を定

義する. OR I GI NとFRAMEの指定は,図形操作コマンドのうちピクテュアごとの座標系の情報を

編集するED王Tコマンドで行う.さらに.実際のデータ値に即した単位で示されるものがAX I S座標

系であり, 3着の関係は図2. 5の様になる.この図の場合.ディスプレイ全体をGD空間とすると.こ

のFRAME空間は, ED王TコマンドのORIGINサブコマンドとFRAMEサブコマンドで次のよ

うに指定したことになる. ( >　はGRAPHMANのコマンドモードのプロンプテイングであり, >>

はサブコマンドモードのプロンプティングである. )

95

FRAME座標系　　　1 0 0

30　　　　GD座標系　　　　　100

図2.5　GRAPHMANの3つの座梗系の関係

>ED工T

サORIGエN XC30) Yく30) --　　　　　　>　原点をGD座凄系の位で設定する
サFRAME XC95) YC90)　　-　　　>　枠の大きさをGD座標系の値で設定する
蠎>:

次に. GRAPHMANで会話的に処理を進めて行くうえで利用価値が高いグラフィックカーソルにつ

いて述べる.現在センターでは富士通の　F9432A　3台とテクトロニクス社の　T4105　2台でグラ
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会話型図形処理システムGRAPHMANの使用について

フイツタカーソルを使用できる.グラフィックカーソルを用いると前述の3つの座標系を意識せずに.追

接図形やタイトル.矢印などを措く位置を決めることができる.コマンドあるいはサブコマンドのオペラ

ンドに*を持つものは,こうしてグラフィックカーソルを使用して座標値の入力をすることができる.以

下にグラフィックカーソルの使い方の例をそれぞれの座標系の単位での位置を知るためのPICK工NGコ

マンドを用いて示す.

>P工CK工NG　*　X Y GD　　　-　　>　ある点の座標をグラフィックカーソルで与えて

そのGD座棲系での値を変数X, Yに入れる

グラフィックカーソルが現われるので.目的の点へ動かしてやり, F9432Aであればカーソル

の先のボタンを押し, T4105であれは任意のキーを押す.

>PR工NT X Y　---一　　　一　　　　一　　　　一->　座標値(X′Y)を表示する

X　　-　　75. 2137

Y　　-　　26. 5083
>

5.使用方法

3.1　TSSによる使用

GRAPHMANは,コマンドGRAPHMANで起動され, ENDGで終了する. GRAPHMANの中で

は2つのモードがあり,コマンドモードでは　> ,サブコマンドモードでは　>>　のプロンプテイング

があらわれる. GRAPHMANの中から先頭に　%　を付けることでTSSコマンドを呼び出すことが

できる.

1)オペランドの説明

NS (旦且l変数領域の大きさ) :変数領域(Named Storage)の大きさを指定する.

省略値は8 OK.

2)使用例

①　新規にPDBをつくり,データを入力してピクチュアを登録する.

READY

87- 九州大学大型計算機センター広報
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解　　　　説

F9430　F9432A GRAPH　--->　F9432Aで使用する場合はこのコマンドが前もって必要

READY

GRAPHMAN

FOLLOWING DEVICES ARE SUPPORTED Now.

1　NON GRAPHIC DISPLAY　(CHARACTER DISPLAY)

2　F9431, F9432, F9433, F9434

3　T4006

4　T4010, T4012, T4013

5　T4014, T4015, T4016

6　NLP　(F6715D, ETC)

7　XY-PLOTTER　(F6201D, F6202B)

8　F9430　&　SCOPY (F9436PL2)

9　NLP　(A4　SIZE)

PLEASE SELECT DEVICE NUMBER　　　　　>　2　->　装置番号の選択

PLEASE WAIT A MINUTE. INITIALI ZATI ON IN PROCEED

I NG Now

>CREATE PDB(GRAPHMAN.DATA) RECC5　5) -->　PDBの創設(4.1参照)

>×=:0 1 2　3　ん　5　6　7　8　9　-----------^>　データの直接入力(4.2参照)

X (10)　王S ALLOCATED.

>Y=:4　6　2　12　11　6　9　15　10 ll

・ . .Y　く10)  I S ALLOCATED.

>NEWPエC EXAM　　エNE GRAPHI一一-.-----^　新しいピクチュアEXAMの登録開始

サONEDエM 10 X Y　-一　　　　一->　ここでは配列X, Yに値をもつ1本の曲線を登録

>>PエCEND　　　　　一　　　一　　　　　一1---　　>　ピクチュアデータ入力終わり

サEND S　　　一　　　　　　　一1------　　　　　------^　ピクチュア登録終了

>END6　　　　　-　　　-　　　　　　-------I----一一　　>　GRAPHMAN終了

READY

九州大学大型計算機センター広報
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会話型図形処理システムGRAPHMANの使用について

②　すでに作成しているPDBのピクチュアを使って作図する.

略

>

>PDB GRAPHMAN.DATA　-一　　　　　　　　　一11-　　　>　使用するPDBの指定

>USE EXAM　　　　　　　　　一一一一一　　　一--一一一一一一>　使用するピタチュアの指定

>D工SPLAY　一一　　　　　　　　　一　　　一1-----　　　　　　　　-->　図形の作図

>ERASE　一　　　　　　　　　　一---------------------.----^　画面の消去

>ENDG

READY

5.2　パッチによる使用

1)パラメタの説明

NS (且且I変数領域の大きさ) :変数領域(Named Storage)の大きさを指定する.

省略値は8 OK.

SYSOUT- {　K|Sl旦　UIQ. )結果の出力先を指定する.省略値は0. QはXYプロ

ッタ出力.

2)関連するDD名

なし

3)使用例

①　新規にPDBをつくり,データを入力してビクチュアを登録する.

//　　EXEC GRAPHMAN

//SYS工　　　　　DD

6　-------->　はじめに必ず出力装置を選択する. NLPく=6)かXYプロッタく=7)のみ

-89-
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解　　　　説

CREATE PDBくI F9999.GRAPHMAN.DATAI)　RECC5　5)

X=:0　1　2　3　4　5　6　7　8　9

Y=:4　6　2　12　11　6　9　15　10 ll

NEWP工C EXAM IL工NE GRAPHI

ONED工M 10 X Y

PエCEND

END S

ENDG

/求

//

②　すでに作成しているPDBのピクチュアを使って作図する.

//　　EXEC GRAPHMAN

//SYS工　　　　　DD

6

PDB IF9999.GRAPHMAN.DATAI

USE EXAM

DエSPLAY

ENDG

!*

//

4. PDBCPicture Data Base)とピクチュア

4.1　PDBの作成と使用

GRAPHMANで取り扱うためには,すべての図形はPDB (Pi c tur e Da t a Ba s e)

と呼ばれるデータセットに登録されている必要がある. PDBはCREATEコマンドで作成する.

九州大学大型計算機センター広報
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会話型図形処理システムGRAPHMANの使用について

・オペランドの説明

PDBデータセット名:新規に作成するPDBデータセット名を指定する.省略不可.

REC (初期レコード数　[増分レコード数] ) :PDBのレコード数を指定する. 1レコードは

6 1 44バイト.初期レコード数は省略不可.

CREATEコマンド使用時には,特にデータセットの割り当ては必要なく,上記のようにPDBデータセ

ット名とレコード数を与えればよい.また, PDBは順デ-タセット形式でなければならないので, PD

Bデータセット名として　PDB. DATA (XXX)　などのメンバ名を持つ形式で入力するとエラー

となる.すでに作成済みであれば次回からはPDBコマンドで使用を宣言する.

・オペランドの説明

PDBデータセット名l * :使用するPDBデータセット名を指定する. *を指定すると,当GR

APHMANセション中だけで有効なWORK-PDBが作成されG

RAPHMAN終了時に消滅する.

P DBは何個でも持てるので, GRAPHMANの中で複数個のPDBを切り換えて使用する時にもPD

Bコマンドを投入する.その他PDBを操作するためのコマンドを表4. 1に示す.これらのコマンドに

よって使用状況を知ったり,複数のPDBの間でピクチュアのやりとりなども行うことができる.
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表4.1　その他のPDB操作コマンド

4.2　ピクテュアの作成

利用者の計算結果データはP DBに登録される際に,図形編集データが付加されてピクチュアと呼ばれる

図形単位となる. GRAPHMANでは図形の表示・消去・編集などは,すべてこのピタチュアを対象と

する.ピクテュアの登録には,大きく分けて2つの方法がある.

①GRAPHMANの変数領域(Named S t o r age)上にデ-タを持ってきた後, NEW

PエCコマンドでPDBに新ビクチュアとして登録する方法.

(塾ビクチュア登録サプル-チンを使用して,計算プログラムの中で一気にピクテュア登録をする方法.

まず①の方法について述べる. GRAPHMANの変数領域(Named S t o r age)上にデータ

を持ってくるにはまた2つの方法がある.

(1) GRAPHMANの演算・制御コマンドを用いて確保する方法

GRAPHMANには,算術代入や繰り返し・条件分岐などが可能な演算・制御コマンドが用意され

ている.また, 2 0種類の基本関数とP工とRADの2つの自動設定システム定数が使用できるので,

これらによりGRAPHMANの中でじかに計算結果データそのものを作成できる.ただし. GRA

P HMANでは整数と単精度の実数しか取り扱えないうえに変数の型宣言コマンドは用意されていな

いので,変数命名の際には次のことに留意されたい.

I, J, K, L, M. Nで始まる変数-
・その他の英文字で始まる変数　　　　-

表4. 2に演算・制御コマンドの一覧を示す.
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会話型図形処理システムGRAPHMANの使用について

表4.2　演算・制御コマンド

(2) UREADユ-ティT)ティを使用する方法

この方法は,あらかじめFORTRANの書式なしWR I TE文を使ってデータをデータセットには

き出しておいて,そのデータセットからGRAPHMANのUREADコマンドを用いてGRAPHM

A Nの変数領域上に読みこむ方法である.使用例を以下に示す.

・結果をUREAD.DATAに出力するFo r t r anプログラムの例

DエMENS工ON XC61)　YC61) TC30)

RAD=3.14159/180.0

OPENCUN工T=1′F工LE=IF9999.UREAD.DATAI′STATUS=IOLDI)

DO 1 l=1,61

X(エ>=-360+Cエー1)*12

CONTエNUE

DO　3 J=l′30

TくJ)=J*12

DO　2　K=l′61

YくK)=XCK)*S工NCX(K))*RAD)/T(J)*S工NくT(J)*RAD)

CONTエNUE

WR工TEく1) (×くエ)′工=1′61)′CYCK)′K=1′61)

CONT工NUE

CLOSEく1)

STOP

END

・このプログラムを実行した後, GRAPHMANの中で次のように行うとピクチュア登録が完了す
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る.

m

>UOPEN UREAD.DATA　---I-----_M>-----t-I-.--^　データセットのオープン

>NEWP工C PI ITESTI　----.----.----.------^　ピクチュアPlの登録開始

>>DO　工=1′30　　　　　　　　　-->　30本の曲線を登録するためのループの設定

サFREE X Y　　　　　　　　　　　　一一一　　　　　>　使用する変数領域の解放

>>ARRAY XC61) Yく61) --一一一一一一一一-一------.%　変数領域の配列の確保

サUREAD　(XくJ)′J=1′61)′くYくK)′K=1′61)

1--　　　　　蝣>　GRAPHMAN変数領域上へのデ-タの読み込み

サONEDエM　61 X Y　-一一一一1--mm--　N^　配列X, Yに値をもつ1本の曲線を登録

サDOEND

>>P工CEND　　　　　---一　　　一一一一一　　　　　一一>　ピクチュアデータ入力終了

サEND S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一一>　ピクチュア登録終了

これらく1)か(2)のいずれかの方法でGRAPHMANの変数領域にデータが作成できたらNEWPエCコマ

ンドでPDBにピクチュアを登録する.概要でも述べたとおり,このNEWP工Cコマンド入力後のサブコ

t

マンドモードで表4. 3のいずれかのデータパターンを選択する.こうすると,変数領域上の計算結果デ

ータから作図のための種々のパラメタの集まりである図形編集データが作成され　両者でピクチュアとな

ってPDBに格納される.なお,データパターン登録のための8種のサブコマンド(表4. 3)は,目的

とする図形編集データ作成のために,オペランドとなるデータ配列に対してそれぞれ細かい条件を定めて

いるので,マニュアル[2]を参照されたい.以下にNEWP工Cコマンドの入力形式を示す.

・オペランドの説明

ピクチュア名:ピタチュア名を指定する.ピタチュア名は,英数字で始まる8文字以内の文字列

と括弧で囲んだ整数(1-99 9 99)から構成される. (例:P工Cく100))

この整数部分は,添字がわりに繰り返し制御コマンドと共に使用して,複数の図
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表4.3　NEWP工Cコマンドのサブコマンド一覧

形に同じ処理をしたい時などに有効である.

'文字列' :ピクチュアに対するコメントを72字以内の文字列で与えることができる.作成し

ておくと,しエSTD,し工STCコマンドで参照する時にわかりやすい.

次に②について述べる.この方法では, GRAPHMANコマンドと同じ機能を持つサブルーチン(ライ

プラt)名'APPl.PエCLエB-のピタチュア登録サブルーチン,付録参照)をFo r t ranの計算プ

ログラムで直接呼び出して一気にPDBにピクチュアを登録する.ピクチュア登録サブルーチンを使用し

たプログラムの例を以下に掲げる.このプログラムは,前述のUREADユーティリティのプログラム例

と同じ計算を行っているものなので, NEWPエCコマンドによる登録方法と比較するとパラメタの渡し方

などがほとんど同じことがわかる.
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DエMENS工ON X(61)　YC61) Tく30)

RAD=3.14159/180.0

CALL OPNPDBCIF9999.GRAPH.DATA&I′1)

CALL NEWPエCC'PII′1′lTESTSl)

DO l　エ=1′61

Xくエ)=-360+くエー1)*12

CONTエNUE

DO　3 J=l′30

Tく」)=J*12

DO　2　K=l′61

YCK)=XCK)*S工N(XくK))*RAD)/TCJ)*S工NくT(J)*RAD)

CONTINUE

CALL ONED王Mく61′×′Y′I&f)

CONT工N〕E

CALL PエCEND

CALL CLSPDB

STOP

END

上記のプログラムを実行するときは次のようにライブラリを指定する.

RUN LエB(IAPPl.P工CLエBI)

4.5　ピクテュアの表示

P DBへのピクチュアの登録が終了したら表示させてみて,必要であれば編集を行う.そのためにはまず,

USEコマンドで処理したい1つのピクテュアを宣言する.

・オペランドの説明

ピクチュア名.・表示や編集の対象となるピタチュア名を指定する.

USEコマンドによる使用宣言は,再びUSEコマンドでピクチュ了を切り換えるか, PDBを切り換える

か, NEWP工C′OLDPエCコマンドでピタチュアの登録なり編集を行うまで有効である.図形を表示す

るためには主にDエSPLAYコマンドを使用し,図形を消去するためには主にERASEコマンドを用いる.

表示に関しては,図形を拡大・縮小して表示するZOOMエNGコマンドや,サブコマンドモードで1つの

コメントや1つの曲線ごとに表示するGOサブコマンドなどがある.特にD工SPLAYコマンドでは.図

形の抱軌　コメント,折線データ,ピクチュア本体のいずれかだけ表示したりしなかったりをオペラン

九州大学大型計算機センター広報
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ドの選択で行えるので.一郎分だけ変更してまず確認した後で全体を表示させるということができる.

・オペランドの説明

{BIRD I NOBIRD} : 3次元表示を行う時はBIRDと指定する.省略時は3次元表示し

ない.　、

{FRAME I NOFRAME} :枠を作図しない時はNOFRAMEと指定する.省略時は枠を

作図する.

{AXI S I NOAXI S} :軸を作図しない時はNOAXI Sと指定する.省略時は軸を作図す

る.

{L INE I NOL INE} :折線データを作図しない時はNOLINEと指定する.省略時は折

線データを作図する.

{COMMENT I NOCOMMENT) :コメントを作図しない時はNOCOMMENTと指定

する.省略時はコメントを作図する.

(呈上旦! NOP IC} :ピクチュア本体を作図しない時はNOP I Cと指定する.省略時はピク

チュア本体を作図する.

4.4　ピクチュアの篇集

P DBにピクチュアとして登録されるときに作図用パラメタの集まりである図形編集データが標準値を持

って生成されることはすでに述べた.この図形編集データは表4. 4に示すように8種類の情報に分ける

ことができる.ビクチュアを編集するということは,これらの図形絹集データを対応する図形操作ED I

Tコマンドで修正することを言う.ただし,すべてのピクチュアが8種全部の作図情報を持っているので

はない.図形編集データは,データパターンに依存しているので,それぞれのピクチュアの属するデータ
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表4.4　図形編集データと図形操作EDITコマンド

パターンごとに必要とされる情報しか持たない.そこで,ピクテュアの編集のためには,表4. 5を参照

して,

①自分の編集しようとしている図形はどのデータパターンであるか

②そのデータバク-ンはどういう図形編集デ-タを持つか

③その図形編集データを変更するにはどの図形操作E D I Tコマンドを使用するのか

を判断することから始める.それぞれの図形操作ED I Tコマンドはサブコマンドモ-ドを持ち,各パラ

メタの値の変更はサブコマンドで行う.すべての図形操作ED ITコマンドにはL工STサブコマンドが

用意されており,これを使用すると図4. 1のように編集可能なパラメタの一覧とそれらが現在持つ値

(登録直後であれば,自動的に生成された標準値)が.使用するサブコマンドと対で実際の入力形式その

ままに出力されるので.参考にするとよい.各パラメタの意味や値の単位などについては,実際の使用時

にマニュアル[2]を参照されたい.サブコマンドを使用してパラメタの値を変更したら作図させてみる.

付録のコマンド一覧にあるように, D工SPLAYコマンドあるいはERASEコマンドなどは,サブコマン

ドモードでも使用できるので,編集を終了しなくても即時に表示させて確認できる.満足のいくものが得

られたら, ENDサブコマンドで編集を終了する際にSAVEオペランドを指定して, PDB内の図形編集

データを更新し,納得がいかなければ, SAVE指定をせずに終了して更新をやめることができる.図4.

2と図4. 3に. 1次元図(データパターンONEDエM)と鳥轍図(データパターンCONT2N)につい

て,ピクチュアの絹集例を変更履歴とともに示す.
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表4.5　データパターンと図形編集データと図形操作ED工Tコマンド
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>

>ED工T　-------------一一一　　　一一一->　FRAME′AXIS座操系に関する編集の開始

>>L工ST　　　一一一一一　　　　一　　　>　サブコマンドと編集可能なパラメタの一覧を表示する

ORI X (45. 0000)　Y (10. 0000)
FRA XW(45. 0000)　YW(45. 0000)　D(l)　R (O)　OP (1001)

Y (0. 0)　MIN (2. 70000)　MAX (13. 0000)　SC (LINE) +

SP (1)　MX (0)　SD(3)　S (0. 0)　F (F)　D(1)　UP (0)+
INT(0)　ST(4. 00000)　T (' TIME SINCE LAST USE' )

X (0. 0)　MIN (0. 895238)　MAX (2. 50000)　SC (LINE) +
SP (1)　MY(0)　SD(4)　S (0. 0)　F (F) D(1)　RI (0)+

INT(0)　ST (4. 00000)　T (' RECALL COST' )

MIN (0. 0)　MAX (2. 00000)　SC(LINE)　S (2. 00000) +
F (G)　D(1) INT(0)　ST(3. 00000)　T(' ALPHA-AXIS' )

>>

図4.1　工JSTサブコマンドの使用例

・II'

¥W.

iH

I.l

Ll

l.1

1,1

・事」

Ll

1.1　　　I.i I.4 I.t　　　(.1

I-AXI S

1.1　　　1.1 Ll

・II'

あるlTクt)を実行して得られた1次元団

J

以下のコITンド.サブコマンドで娼集する.

0　　　　　0

.
 
l
I
.
　
　
　
　
　
T
H

亡
ユ
　
　
　
　
　
[
T
t
l

(
　
S
H
d
O
H
　
)

.

1

"

　

　

　

　

　

　

　

　

り

H

O

 

0

一

l

1

　

　

　

　

　

3

望
i
x
 
n
d
o

2　　　　1 6　　　　　8

hONTR

指集後に得られた1次元団

†

>ERASE　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一->　El形の消去

>EDIT　　　　一一---一一-一一一-一一　　　一>　ピタチ>丁ごとの座壊系の情和を編集する

サX SDU) SPく0) Fくエ) UP(O)　Sく3) TCIMONTHI)

t Xl如こ関して次の情報を変更する

目盛りの除き方.自助スケールによる余白の有無.目盛り放せの表示卓也　上伸の目盛りの

有無.目盛り赦せ表示の大きさ. X軸タイトル

サY SDC4) SPく0) FCエ) Rエく0)　SC3) TC-CPU TエME( HOURS )I) +

サMIN(100) MAXC800)

* Y事郎こ関して次の付和を変更する
目盛りの描き方.自動スケールによる余白の有無,目盛り致せの表示草tL右側の目盛りの
有無.目盛り致せ表示の大きさ. Y軸タイトル.最大せ.最小健

サFRAME OP(lOOl)

事F R AM E空間の枠作図に関して次の付和を変更する
上と右の枠を描かない指定(X. YサブコマンドのUP(O), Rlく0)と同時に指定しない
と効果はない)

サEND S　-一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　>　図形絹集データを置き換える
>EDエT ONEDエM　--一一---　　　　　　　>　データバターンONEDIMの作報を椙集する
>>LエST　　　　　　　　　　　　　　　　　　　->現在持っている曲線作図に関する値の表示

CRV 1 LK (1)　C (7)　SPL (D)　SYM(O) INT(0) +
S (2. 00000)　AX(LI)　T(‥ )

サCRV 1 LKく14)　SYMC6)

*撮種を変更し,センタシンボルを描く
サDISPLAY-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一1->　図形の表示
>>END S　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　>　図形椙集データを置き換える

図4.2 1次元図(データパターンONEDIM)のピクテュア編集例
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ある-タロを実行して得られた鳥取図

1

以下のコマンド′サブコマンドでq集する.
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1
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鳩巣後に得られた鳥略図

†

>ERASE　　　　　　　　一　　　　　　　　一一　　　　一----　　　　　>　図形の消去
>ED王T　-一　　　　　　　　　　　　　　　　一>　ピタチュ丁ごとの座捜系の相和を招集する
サZ MエN(-0.4) MAXCO.O

*Z軸に関して.最大敏.最小敏を変更する

サEND S　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　>　図形鯛集データを匠き換える
>EDIT PERSPECT　　　　　　　　　　　-　　　>　3次元表示に関する†耶芯を椙某する・
>>LエST　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　>現在の也の表示

VIE A(30. 0000)　B (0. 0)　G(-40. 0000)+
L (400. 000)　D(350. 000)

OBJ

INT
HID

W
 
X

X
 
M
l

(200. 000)　YW(200. 000) ZW(150. 000)　R (0)
(0)

0

Y
.
M

CON 0
サVIE A(-60)

*視点の也Blを変更する
サEND S　一　　　　　　　　　一一　　　　一　　　　　　>　図形絹集データを匠き換える

>DISPLAY　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　>　図形の表示

図4.3　鳥撤図(データパターンCONT2N)のピクテュア編集例

5.マクロデータセット

定型的な処理に備えて, GRAPHMANではコマンドをマクロ化して使用することができる.マクロデ

ータセットはレコード長80バイトの区分データセットで,マクロはそのメンバとして, TSSのEDI

Tコマンドか. GRAPHMANのED工T MACROコマンドで作成・編集する. GRAPHMANのマ

クロではパラメタが使用できるので,配列の大きさや曲線の数などを実行時にそのつど変えて何通りにで

も処理することができ,利用価値が高い.マクロを作成するに当たっては,次のことに留意する必要があ

る.

①マクロは先頭行にMACRO文,最終行にMEND文を置く.

②MACRO文には,マクロ名と仮パラメタの並びを置く.この仮パラメタは英字で始まる8文字以内の

英数字で,最大2 0個まで指定できる.
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③仮パラメタはマクロ内(MACRO文以外)では先頭に&をつけて表わす.これが,マクロ実行時に実

パラメタに置き換わる.

④GRAPHMAN制御コマンドのDO′エF′uH工LEなどの入れ子はマクロの中で完結していなけれ

ばならない.

以上の制約を守って.マクロを作成し実行してみる.

>%ATTR　#GG RECFMくF B)　LRECLC80)　BLKC3120)　DSくPO)

>%ALLOC DAくGMACRO.DATA)　SPく30　10)　D工(10)　NE CA T　-

〕S工NG(#GG)

^　新規の場合,マクロデータセットはあらかじめ確保しておく

>DMACRO GMACRO.DATA　--------.1,1-----------^　マクロデータセットの宣言

>ED工T MACRO MI NEW　　　　　　　　　　一一一一　　　　>　メンバMlを新規に作成する
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MACRO MI N　　　　　　　　　　　　>マクロは必ずMACRO文から始まる
PDB PDB. DATA

ARRAY X (&N)　Y (&N)　Z (&N　&N)

DO　1-1, &N

X (I) --2+ (1-1)/I 0
Y (I) -X (I)
DOEND

DO.J-l, &N

CY-COS (Y (J))

DO K-l. &N

Z (K, J) -SIN (X (K)) *CY
DOEND

DOEND

MEND　　　　　　　　　　　　　　　　　->マクロは必ずMEND文で終わる

>>END S　一一一一一　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　一一>　マクロのED工T終了

>#M1 41　-----蝣・-->-i-ー-^　マクロ実行時には, -#マクロ名　パラメタ.の形式で入力する

さらに, GRAPHMANでは起動後に使用したGRAPHMANコマンドをロギングしているので,こ

のコマンド履歴をマクロとして編集することができる.その例を以下に示す.この場合,マクロデータセ

ットは既存で使用宣言したものとする.
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>

>EDエT MACRO M2　SYS　--->　オペランドSYSはロギングしているコマンド履歴を指定

することを意味する.これをメンバM2としてマクロ化する

>>L工ST　一一一　　　　一一一1-　　　　-------　　　　　　　　　　　　>　内容の表示

先立って投入した
GRAPHMAN
コマンド

ED王T MACRO M2　SYS 一一一一　　　　>　最後に入力したコマンド

このコマンド列を前記の規則に従って編集すれば,マクロとして使用することができる.

6.グラフィック画面のNLP.XYプロッタへの出力

GRAPHMANではBCOPYユーティリティという画面のハードコピー機能があり,グラフィック端

末に表示した図形をNLPやXYプロッタ-出力させることができる:そのためには,あらかじめ図形の

出力先データセット(BCOPYデータセットという)を確保しておき,そこにいったんはき出しておい

て. GRAPHMAN終了後にこのBCOPYデータセットからNLPやXYプロッタへGOUTコマン

ドで出力させるという方法をとる.まず,グラフィック端末に表示した図形をデータセットに出力するた

めには,次のような処理が必要である.

①出力先の宣言　　　DBCOPYコマンドで図形の出力先となる順データセット(BCOPYデータ

セット)を指定する.

②図形の出力　　　　BCOPYコマンドを使用してグラフィック画面に措かれている図形ベクトルデ

ータをDBCOPYコマンドで指定したデータセットに出力する.オペランド

の指定で,図形の大きさを変えたり,一郎をグラフィックカーソルで切り出し

たり. NLP上に横向きで出力したりできる.
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解　　　　説

なお, DBCOPYコマンドの投入時期はBCOPYコマンドで図形を出力する以前であれば図形が表示され

ているいないに関わらずいつでもよい.これらのコマンドの入力形式は以下のようである.

・オペランドの説明

データセット名:図形の出力先となる順データセットを指定する.すでに存在すればそのデータ

セット名を指定する.なければ当コマンドの投入以前に前もって確保しておく

(後述の使用例参照).

・オペランドの説明

* :出力する領域をグラフィックカーソルで指定する.カーソルは2度現われるので,領域の対

角の頂点を入力する.

XI (rI)' Yl (r2)　X3 (r3)　Y3 (r4) :出力する領域をGD座標系の単位

で指定する.省略時はG D空間全体が対象となる.

XW r　: NLPに出力する際の大きさをmm単位で与える.省略すればGRAPHMANが

適度にスケールした大きさとなる.また, xwc負の値)とするとNLP上で9 0

度回転した形で出力される.

FRAME (i i) :NLPの作図領域全体(1 Oの仕)と図形を出力する領域(1の位)の双

方の枠の作図に関する指定を1か0かで行う.省略時はFRAME (OO)と

なり,どちらの枠も作図しない.

GRAPHMANの中でBCOPYコマンドは何回でも使用でき, 1回ごとにNLP 1枚の図形が得られる.

ただし, BCOPYコマンドを実行しても図形データはDBCOPYで宣言したデータセットに出力されるだ

けであることに注意されたい.このデ-タセットから図形を出力するには, GRAPHMANセションを
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グラフイ・/ク瑞夫
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o
BCOPY XW<&の也)と指定したときのNLP出力　　　　　BCOPY XWC正の也)と指定したときのNLP出力

図6.1　グラフィ　ック画面とNLP-の出力の対応

終了した後に, GOUTコマンドを実行する. GOUTコマンドの入力形式と,それに先立つGRAPHM

ANコマンドも含めた使用例を以下に示す.

1)オペランドの説明

データセット名: BCOPYコマンドで出力した図形データデータセットを指定する.省略不可.

SY({　K|S|旦IUIQ}) :出力クラスを指定する.省略値はSY(0).

2)使用例

>

>%ATTR　#GR RECFM(F)　LRECLく1544) BLKく15ん4)　DSCPS)

>%ALLOC DA(NLP.DATA) SPC30　10) NE CA T USエNGC#GR)

-->　新規に出力先データセットを作成するときは,あらかじめデータセットを確保しておく

>DBCOPY NLP.DATA　-一一--一一一一一一　　　　>　出力先データセットの宣言
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解　　　　　説

>D工SPLAY　　　　一一1-　　　----　　　--->　図形のグラフィック画面-の作図

>BCOPY　*　　　　　一一　　　　　　一一>　BCOPYデータセットへの出力.この場合

出力領域をグラフィックカーソルで切り出す

>ENDG

READY

GOUT NLP.DATA SYCU) --<---i---図形デ甥猪ンNLP-出力する

READY

3)使用上の注意

このGOUTコマンドは, GRAPHMANの中からTSSコマンドを呼び出す形式の%を付けて

%GOUTと入力して, GRAPHMANの中からも使用することができる.ただし,本来このユ

ーティリティは, GRAPHMANの外で使用される仕様になっているので. %GOUTとして実

行すると, BSAMエラーメッセージが出力されることがあるが,この時も図形は正常にNLPに

出力されているので,無視して差し支えない.

参考文献

1.九大大型計算機センタ-ニュースNo. 3 0 5.会話型図形処理システムGRAPHMANの使用に

ついて

V 2.計算機マニュアル　FACOM OSIV/F4　MSP GRAPHMAN孟削月書(78AR-517

0-2) ,富士通(秩).
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会話型図形処理システムGRAPHMANの使用について

付録1　GRAPHMANコマンド一覧
[富士通マニュアルC2]J:り転載]

(注) Type-1の欄に○印のついているものはサブコマソドモードでも実行可能なコ-lソドである・
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機　能　概　要

現在画面に表示されている図形の-ードコピーをとる・

色の指定を行う.

画面上の任意の位置の座標値を得る.

ZOOMING 画面上の一部を拡大・縮少する.

NEWPIC

LID ONEDIM

L2J MESH2D

L31 FLOW2N

L4D FLOW2R

L5D CONT2N

L6D CONT2C

L7H CONT2R

L8H MESH3D.

L9D BEGIN

LIOJ PICEND

LIID END

OLDPIC

LIU LIST

作
　
　
　
　
コ

マ

　

　

　

　

ン

cm list

L2J ORIGIN

L3D FRAME

L4D X

C5H Y(叉はLl)

L61 L2

EDIT COMMENT

LID LIST

L2H INPUT

C3D-C7:行番号

L83　CHANGE

L91 RENUM

DOU DELETE

D1J GO

C12J END

新しいビクチュ7をPDBに登鐙する.

データパターンONEDIMの計算結果データを登録する.

データパターンMESH2Dの計算結果データを登録する.

データ′くターンFLOW2Nの計算結果データを登録する.

データパターソFLOW2Rの計算結果データを登鐘する.

データパターンCONT2Nの計算結果データを登録する.

データパタ-ンCONT2Cの計算結果データを登録する.

データパターンCONT2Rの計算結果データを登録する.

データ/てターンMESH3Dの計算結果データを登録する.

いままでに登録されたデータを取消し,初期状態に戻す.

データの登録が終了したことを宣言する.

NEWPICのサブコマンドモードを終了させる.

PDBに格納されている計算結果データを変数頚城にもってくる.

ピタチュ了に関する情報を出力する.またGETサブコマンドの使

用方法に関する出力を行う.

PDBから計算結果データを指定した配列上にもってくる.

OLDPICのサブコマンドIt-ドを終了させる.

現在の図形編集データを変更する.

現在の図形編集データを出力する.

フレーム座標系の原点を設定する.

フレーム空間の大きさなどを設定する.

X軸に関するバラメタを設定する.

Y軸に関するノミラメタを設定する.

Z軸に関するパラメタを設定する.

EDITのサブコマンドモードを終了させる.

コメントの編集を行う.

コメントに関する情報を出力する.

インプノトモードに変更する.

コメントの登録,変更,削除を行う.

コメントに関するパラメタを変更する.

行番号を振り直す.

指定された行番号をもつコメントを削除する.

コメントを作画する.

EDIT COMMENTのサブコマンドモードを終了させる.
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コマンド名 眉　間」Iォ

EDIT LINE

LIJ LIST

L2J INPUT

E3コ　行番号

C4J CHANGE

L5J GET

C6J RENUM

E7J DELETE

C8J GO

L9J END

折線データを編集する.

折線データに関する情報を出力する.

インプットモードに変更する.

折線データの登卓,変更,削除を行う.

折線データに関する′くラメタを変更する.

折線データを指定した変数領域にもってくる.

行番号を振り直す.

指定された行番号をもつ折線データを削除する.

折線データを作画する.

EDIT LINEのサブコマンドモードを終了させる.

EDIT ONEDIM

CIJ LIST

L2J CURVE

m end

図

　

形

　

操

　

作

　

っ

　

て

　

ン

　

ド

現在の図形編集データを変更する.

現在の図形編集データを出力する.

曲線に関するバラメタを変更する.

EDIT ONEDIMのサブコマンドモードを終了させる.

EDIT MESH2D

CIJ LIST

C2J MESH

C3J END

現在の図形編集データを変更する.

現在の図形編集データを出力する.

2次元メッシュ図のパラメタを変更する.

EDIT MESH2Dのサブコマンドモードを終了させる.

EDIT FLOW2D

CIJ LIST

L2J VECTOR

L3J END

現在の図形編集データを変更する.

現在の図形編集デ-タを出力する.

表示するベクトルの種類,大きさの指定を行う.

EDIT FLOW2Dのサブコてンドモードを終了させる.

EDIT CONTOUR

rij list

E2J AUTOHVAL

L3J HVAL

L4J GET

C5J RANDOM

E6J CYLINDER

C7J SPLINE

L8J END

現在の図形編集データを変更する.

現在の図形編集データを出力する.

等高線に関するノミラメタを変更する.

等高線に関するパラメタを変更する.

( C23と⊂3コでは等高値の指定の仕方が異なる. )

等高線に関する/tラメタ値を変数領域にもってくる.

データJtターンCONT2Rに関するバラメタを変更する.

データノミターンCONT2Cに関するパラメタを変更する.

等高線を書くときスプライソ補間するかしないかを指定する.

EDIT CONTOURのサブコマンドモードを終了させる.

EDIT PERSPECT

CIJ LIST

[21 VIEWP

L3J OBJECT

C4J INTERVAL

C5J HIDDEN

L6J CONTOUR

L7J ALPHA

C8J GET

L9J END

現在の図形編集データを変更する_

現在の図形編集デ-タを出力する.

透視図の物体,画面,視点に関するバラメタを変更する.

物体の大きさに関するパラメタを変更する.

鳥取図の格子線に関する′くラメタを変更する.

隠線処理に関するバラメタを変更する.

鳥轍図を等高線でのみ表示するか否かを設定する.

多曲線の3次元図のaデータを変更する.

多曲線の3次元図のαデータを指定した変数鎮域にもってくる.

EDIT PERSPECTのサブコマンドモードを終了させる.
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コマンド名 機　能　概　要

DMACRO

マ

　

ク

　

ロ

　

操

　

作

　

コ

　

マ

　

ン

　

ド

マクロデータセノトを宣言する.

EDIT MACRO

LIJ LIST

L2J INPUT

E3コ行番号

DC CHANGE

L5J RENUM

L6D DELETE

L7J MSAVE

L81 END

マクロの編集を行う.

マクロのテキストを出力する.

インプットモードに変更する.

テキストの登軌　変更,削除を行う.

テキスト内の文字列を変更する.

行番号を振り直す.

指定された行番号をもつテキストを削除する.

編集中のマクロを指定したデータセノトへ格納する.

EDIT MACROのサブコマンドモードを終了させる.

♯マクロ名 マクロを実行する.

UO PEN

ユ
テ
　
ィ
リ
　
テ
　
ィ
　
コ
　
マ
　
ン
　
ド

UREADデータセットをオープンする.

UCLOSE UREADデータセットをクローズする.

UREAD

UBACK

データを読込む.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　0

UREADデータセノトをノミックスペースする.

UREW IND UREADデータセノトをリワインドする.

PAUSE 一時的に実行を停止する.

GRAPHMANシステムの状態を知る.

SYSPARA GRAPHMANシステムのバラメタを変更する.

DEVPARA グラフィック装置に関するバラメタを変更する.

・t

多TSSコマンド TSSコマンドを実行する.

ユーザ作成プログラムを実行する.

GRAPHMANを終了する.
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ピ　タ　チ　ュ　ア　登　録　サ　ブ　ル　ー　チ　ン　一　覧

付録　2

PDBCRE

1)概能

P DBの創設を行う.

2)形式

CALL P宗守崇望遠'し呈毒孟デ「タ昌益遥名忘1.n>r晶昌古, nr完孟1。gn。)
' PDBデータセット名&'

n r e cl, n r e c2

'ポtJユーム通し番号&'

'装置指定名&'

' MSVグループ名&'

10gno

3)注意事項

創設するP D Bの名前をユーザ細別子付きの完全名で指定する.東尾の&

は省略不可.

PDBのレコード散をnrec lが初期嵐　nr ec 2が増分鍵として指

定する. PDBは1レコードが6 1 44バイト固定である.双方とも整歎

壁(4バイト).

チ-タセットをllj成するポyサームを文字列として与える.省略する時に

ば　&'のみを指定する. MSS使用時のみ必要.

データセットを創成する装置を文字列として与える.省略する時にば

&'のみを指定する. MSS使用時のみ必要で. IMSS&tとする.

本センターでは指定不可. ' &蝣'のみ指定する.

P DBに割り当てる姶理扱者を指定する.

PDBの使用状況はS PACEコマンドで知ることができる.

PDBCREが呼ばれるとPDBのオープンも行われるので.次にPDBCREやOPNPDBが呼ばれるま

でここで創設したPDBにピタチュアが登録される.

・指定された名前のデータセットは既に存在していないこと

1 0 g n o (論理故事)は計算プログラムの中で使用していない番号を指定する.

4)使用例

データセット名　F9999. PDB. DATA*　をMSSに新規に作成する.レコード教の初期健は30.増

分t的ま1 0とし,親書としては9 9を使う.

CALL PDBCREくIF9999.PDB.DATA&I′30′10′lMC0009&l′IMSS&-′t&I′99)

OPNPDB

1)故能

PDBのオープンを行う.ピタチュア登録の恥こ必ず呼び出すこと.ただし. PDBCREで創成したPDBを

そのまま使用する時には必要なし

2)形式

CALL OPNPDB　ぐ　PDBデータセット名&' , I ogno)

' PDBデータセット名&' 使用するP D Bの名前をユーザ乱別子付きの完全名で指定する.末尾の&

は省略不可.
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10gno P DBに割り当てる始理故事を指定する.

3)注意事項

・指定するPDBは事前にPDBCREルーチンかCREATEコマンドで作成されていること,

1 0 g n o (論理親書)は計算プログラムの中で使用していない番号を指定する.

4)使用例

既に作成済みのデータセッy F9999. PDB. DATA'をPDBとしてオープンする.拙者としては9

9を使う.

CALL OPNPDBく・F9999.PDB.DATA&'′99)

DELPI C

1)機能

PDBからピタチ>丁を削験する.

2)形式

CALL DELPIC (pi c, nopi c)

pi c

n o pi c

削除するピタチュア名の文字列細分を長さ5 - 8の文字列として指定する

削除するピタチュア名の数字細分を指定する. 1≦nop i c≦99 9 9

9.

3)注意事項

p i cは必要なだけ空白を加えて5文字以上にすること.

NEWP I CとP I CENDの間で使用してはならない.

4)使用例

ピタチ>アABC (1)を削除する.

CALL DELPエC(-ABC l′1)

PDBCON

1)故能

P DBの圧強を行う.

サK2式

CALL PDBCON (バックアップデータセット名&' )

'バックアップデータセット名&'　PDBの圧指を行う時のバックアップ用データセット名をユーザ那TJ

子付きの完全名で指定する.末尾の&は省略不可.

3)故意事項

・圧揺するPDBは既にオープンされていること.

・バックアップ用データセットは事前に存在していないこと.

・バックアップ用デ-タセットは圧縮を始める前に確保され,圧縮が成功すると消去される.

NEWP I CとP I CENDの間で使用してはならない.

4)使用例

' F9999. PDB. DATA*　の圧縮を行う.バックアップデータセットとしてば　F9999. PDBC
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OND. DATA　を用いる.

CALL PDBCONCtF9999.PDBCOND.DATA&1)

CLSPDB

1)概能

PDBのクローズを行う.

2)形式

CALL CLSPDB

NEWPI C

1)概能

ピタチュア登録の開始を宣言する.

2)形式

CALL NEWPIC (pi c. nopi c.　文字列&' )

p 1 C

n o pi c

'文字列&'

登録するピタチュア名の文字列細分をを長さ5 -8の文字列として指定す

る.

登録するピタチュア名の数字細分を指定する. 1≦nop i c≦9 999

9.

ピタチュ丁に対するコメントを与える. 7 2文字以内で最後に必ず　&'

を付加すること.

3)注意事項

p i cは必要なだけ空白を加えて5文字以上にすること.

・指定したピタチュア名は既にPDBに存在しないこと.

4)使用例

ビクチュTABC (2)の登録を開始する.

CALL NEWP工C(lABC l′2′l&I) .

PICEND

1)機能

ビクチ>ア登録の賂了を宣言する.

2)形式

CALL PI CEND

3)注意事項

・ビクチュ丁の登録はNEWP I Cで始まりP ICENDで給わること.この2つのルーチンの間で.データパ

ターンの登録サブルーチンを呼ぶ.
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解 読

ONEDIM

1)機能

データパターンONED I M ( 1次元図および多曲線の3次元図に関する計算結果データ)を登録する.

2)形式

CALL ONEDIM (nx, x, y, '文字列&' )

n X

x (l*-nx)

y (l-ny)

'文字列&.

3)使用例

曲線を構成するデータ数.整数型(4バイト).

曲線のⅩデータ.単精度の実数型1次元配列.

曲線のyデータ.単精度の実数型1次元配列.

曲線識別のためのコメントを2 0文字以内で指定できる. ' &'は省略で

きない.

DIMENSION XIく5)′YIC5)′X2C6)′Y2く6)′X3く8)′Y3く8)′

CALL NEWPエC(lONED工MT′1′l&I)

CALL ONED工Mく5′×1′Yl′lCURVE-ISl)

CALL ONEDIM(6xX2^Y2/'CURVE-2&1)

CALL ONEDIM<8,X3,Y3,'CURVE-3a')

CALL PエCEND

MESH2D

1)故能

データバターンMESH2 D (2次元メッシュ図に関する計算結果データ)を登録する.

2)形式

CALL MESH2D (n, x. y, m, nh)

n

X

y

m

nh (1-4. l-m)

3)注意事項

3角形エレメントの場合.必ずnh

4)使用例

ノード数.整数型(4バイト).

各ノードのⅩ座標.単精度の実数型1次元配列.

各ノードのy座標.単精度の実数型1次元配列.

エレメント数.整数型(4バイト).

ノード・エレメントテーブルデータ.単精度の整数型2次元配列.

(4. m　-0としておく.

DエMENS工ON XCIOO)′Y(IOO)′NHC4′300)

CALL NEWP工C(lMESH l′1′lEXAMPLES')
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会話型図形処理システムGRAPHMANの使用について

CALL MESH2Dく100′X′Y′300′NH)

CALL PICEND

FLOW2N

1)故能

データパターンF LOW2 N (2次元放れ図に関する計算銘菓データ)を登録する.

2)形式

CALL FLOW2N (nx, ny. x, y, vx. vy, lmax)

n x

n y

x (l-nx)

y (l-ny)

vx (l-nx. l-ny)

vy (l-nx, l-ny)

1max

3)使用例

u EiI閲旧ォ".frm-3遡KBznv

y軸の格子線放.整敢型(4バイト).

xデータの座標嵐　単精度の実教型1次元配列.

yデータの座標鮭.単精度の実教型1次元配列.

各格子点におけるベクトルVのⅩ成分.単精度の実数型2次元配列.

各格子点におけるベクトルVのy成分.単精度の実教型2次元軌

2次元配列の最初の次元の大きさを与える.整放堅く4バイト).

DIMENSION X(50)′YC50)′VXく100′90)′VYCIOO′90)

CALL NEWPエCくIFLOW　　′1r■EXAMPLES')

CALL FLOW2Nく50′50′X′Y′VX′VY′100)

CALL PICEND

FLOW2R

1)故能

データバターンFLOW2 R (2次元流れ図に関する計算鳥果データ)を登録する.

2)形式

CALL FLOW2R(n, x, y, vx. vy)

n

x (l-n)

y (l-n)

vx (l-n)

vy (l-n)

3)使用例

ランダムデータ放.整教型(4パイt).

各ランダムデータ点のⅩ座標貴.阜精度の実放型1次元配列.

各ランダムデータ点のy座棲健.単精度の実数型1次元配列.

各点におけるベクトルVのⅩ成分.単捕まの実教型1次元配札

各点におけるベクトルVのy成分.単精度の実数型1次元配列.

D工MENS工ON Xく60)′Yく60)′VXく60)′VYC60)′・ ・ ・

CALL NEWP工CC'FLOWa*′1′lEXAMPLES●)
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解　　　　　説

CALL FLOW2FU60′X′Y′VX′VY)

CALL PICEND

CONT2N

1)機能

データバターンCONT 2 N (等高線図および鳥戦図に関する計算患果データ)を登録する.

2)形式

CALL CONT2N(nx. ny. x, y, z. Imax)

n x

n y

x (l-nx)

y (l-ny)

z (l-nz)

1ma x

3)使用例

Ⅹ軸の格子級　整数型(4バイト).

y軸の格子線教.整数型(4バイト).

格子点のx座標せ.単精度の実数型1次元配列.

格子点のy座凄鍵.単精度の実数型1次元配列.

格子点のz良棲嵐　単精度の実数型1次元配列.

2次元琵列の最初の次元の大きさを与える.軽歎型(4バイト).

DエMENS工ON Xく50)′YC50)′ZCIOO′90)′・ ・ ・

CALL NEWPエCCCONT2N　・′1′I&I)

CALL CONT2NC50′50′X′Y′Z′100)

CALL PICEND

CONT2C

1)哉能

データパターンCONT 2 C (等高線図および鳥散田に関する計算冶果データ)を登録する.

2)形式

CALL CONT2C (nr, n6, r. 6, z, 1max)

n r

nβ

r　<l-nr)

β (l-nβ)

z (l-nr, 1　β)

1ma x

3)使用例

r座標の分利教(中心点も含めた同心円の数).整数型(4バイ日.

e座棟の分割放.整教塑(4バイト).

同心円のr座標鍵.単輔皮の実数型l次元配列.

ある基準からなす角度(ラディアン).単精度の実数型1次元配列.

各点における曲面z-f (r, 6)のせ.単精度の実数型2次元配列.

2次元琵列の最初の次元の大きさを与える.整数型(4バイト).

D工MENS工ON R(50)′THETAく50)′Zく100′90)′・ ・ ・

CALL NEWPエCCCONT2C■′1′■&l)
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CALL CONT2Cく50′50′R′THETA′Z′100)

CALL P工CEND

CONT2R

1)機能

データパターンCONT 2 R (等高線図および鳥轍図に関する計算篇果データ)を登録する.

2)形式

CALL CONT2R (n. x. y. z)

CALL CONT2R (-n, x, y, z. m. nh)

n

x (l-n)

y (l-n)

z (l-n)

m

nh (1-4. l-m)

ランダムデータ数.盤赦革(4パイ日.負の符号で与えた時はm, nh

も指定する.

各点のⅩ座標嵐単構文の実数型1次元配列.

各点のy座壊せ.単精度の実教型1次元配列.

各点のZ座棲息単精度の実数型1次元配列.

エレメント教.亜教型(4パイ日.

ノード・エレメントテーブルを与える.整散型2次元配列.

3)注意事項

GRAPHMANはノード・エレメントテーブルが与えられていないと,ランダムデータⅩ, yから自動的に

テーブルを生成するので.この自動的に生成するテ-プルでは不都合が生じる時にn< 0としてノード・エレ

メントテーブルを与える.

4)使用例

DIMENSION Xく100)′Yく100)′Zく100)′NHく4′200)′・ ・ ・

CALL NEWP工C(lCONT2RI′1′I&t)

CALL CONT2RCIOO′X′Y′Z)

ElflEc

CALL CONT2RC-100′X′Y′Z′200′NH)

CALL PICEND

MESH3D

1)挽能

データバターンMESH3D (3次元メッシュ図に関する計井結果データ)を登録する.

2)形式

CALL MESH3D (n. x. y, z, m. nh)

n ノード教.鞍教型(4パイ日.
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解　　　　説

x　<l-n)

y (l-n)

z (l-n)

m

nh (1-8. l-m)

3Mt3m」

各ノードのⅩ座標亀単精度の実数型l次元毘列.

各ノードのy座標奮.単精度の実数型1次元配列.

各ノードのZ座凄奮.単精度の実数型1次元配列.

担KBi>　蝣steimロjnsiM

ノード・エレメントテーブルを与える.慈教型2次元配列.

DエMENSエON XC150)′YC150)′Z(150)′NHく8′300)′・ ・ ・

CALL NEWPエCく　MESH3D　′1′l&I)

CALL MESH3D<150′X′Y′Z′300′NH)

CALL P工CEND

◇　プログラムライブラリ開発課題の募集について

センターではプログラムライブラリ開発課題を随時募集しています.

開発計画をお持ちの方は「プログラムライブラリ開発課超申請書」に必要事項を記入し,

センター図書室に提出して下さい.

なお,対象となる課題は広く各分野で使われる可能性のあるプログラム,またはある専門

分野に限られるが,その分野では広く使われる可能性のあるプログラムで,新規開発および

書換えを含みます.その他詳細については利用の手引ライブラリ編を参照し,不明な点はセ

ンター図書室にお問合せ下さい.
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